
JIPDEC

の

鴨

参

勤



.ン… 〉 一 一 目 次 へ … ～ 一 へ

総合貿易情報パイ ロ ットシステムの 開発 に着手

〔調 査〕

ソ フ トウェア流通の アンケー ト調査

〔研 究開発〕

JIPDECに お け るコン ピューク ・ネ ッ トソー ク ・シス テム…・

統 計デーク出 力サブ シス テムの概 要 と1ア ル ゴ リズ ム

ソ フ トウ ェアの ご案内

談 話 室

1

5

・…9

14

19

JIPDECだ よ り

2

4

ウ
一

2

☆ ☆ ☆ 一ー一… …一一



、

総
合
貿
易
情
報
パ
イ
ロ

ッ
ト

シ

ス

テ

ム
の
開
発

に
着
手

ノIPZ)ECジ ャー ナル

通商産業省では,貿 易情報システム化の一環として,昭

和18年 度から情報処理振興事業協会を通じて,総 合貿易情

報のパイロットシステムを開発することとな り,従 来より

総合貿易情報システムの調査研究を進めている当財団およ

びシステムの利用を構想 している三井物産と三菱重工業の

3者 共同で受注することとなった。

以下に,パ イロットシステム開発の概要を紹介する。

1.TIPS開 発 の基 本方 針

国際貿 易取引の拡大に対処 して,貿 易 手続 の簡 易,迅

速な処理,各 種施設の効率的利用等の観点か ら,貿 易取

引の総合的な シス テム化,情 報化の要請が,国 内的に も,

国際的に も高 まってい る。

しか し,総 合貿易情報システ ムは,最 終 的には,広 範

な関係者 を含む膨大 な システム とな るナこめ,段 階的 に開

発 を進め る必要があ り,今 回,情 報処理振興事業協会の

プ ログ ラムの委 託開発事業 の一環 として,そ のパイ ロ ッ

トシステ ムの開発 を行な う。

このため,総 合貿易情報パ イ ロッ トシス テム(Trade

InformationPilotSystem,略 称TIPS)の 開 発に当

っては,次 ◎点 に留意 しつつ行な うこととす る。

① アプ リケー シ 。ンプログ ラムについては,パ イ ロッ

トシステムとしての限界 のある ことはや む を え な い

が,委 託 開発制度 の性格上 で きるだけ広範にかつ実用

的な もの とす る。

②Shipper-Carrier問 の情報流通 を中心 とす るシス テ

ム とするが,貿 易管理業務,通 関業務等,将 来 の総合

貿易情報 システムに含 まれ るべ き他の貿易業務 との連

けい を考 慮す ること。

③ 総合貿易情報 システ ムへ の発展の ため これ に必要な

制度 上,技 術上 の資料 を得 るとともに広範な関係者の

啓発 を行 な うこと。

2.TIPSの 概 要

(1)概 要

本 パイ ロッ ト・プ ログ ラムは,図1お よび図2の 実線

で示す情報 をデー タ ・バ ンクにおいて管理す る機能 を持

つo
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すなわち,こ の機能の詳細は,次

に示すとお りである。

① 貿易データ(輸 出)入 力

商社またはメーカーで作成した

貿易(輸 出)に 関連する情報(イ

ンボイス,パ ッキングリス ト等の

情報)を データ・バンクに入力し,

データをチェックした後,フ ァイ

ルする。なお,こ れ らのデータは

適切な管理のもとに代理店等の関

係者に必要に応じて出力 されるも

のとする。

②AWB(航 空運送状)の 発行

代理店がAWBの 発行を指示す

ると,デ ータ ・バンクから関連す

るデータを会話式に検索し,出 力

装置上に表示する。このAWBデ

ータは適切な管理のもとにエアカ

ーゴ ・ター ミナルや航空会社にも

必要に応 じて出力される。

③ 輸出申告

輸出申告書の発行を 指 示 す る

と,デ ータ・バンクか ら関連する

データを会話式に検索し,出 力装

置上に表示する。

税関は,要 すれば,こ のデータ

を税関システム用に出力し審査に

用いることができる。

さらに,税 関から審査結果を得

ることができる場合には,通 関状

態を記録するとともに,代理店,エ

アカーゴ・ター ミナル,航 空会社

等関係者に この情報を出力する。

④ 貿易データ(輸 入)入 力

貿易(輸 入)に 関連する情報を

データ ・バンクに入力 し,デ ータ

をチェックした後,

図1輸 出業務処理機能
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図2輸 入業務処理機能
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表1パ イロットプログラムの業務処理機能

業 務 オペ・一夕操∋ コ ン ピ ュー タ処 理 自

認 弓 出額議 芸輸
入力項目の検索 貿易データ(輸

出)の 入力項目

貿易データ(輸 入力データのチェック
出)の 入力 貿易データファイルへの記録

AWB発 行AWB発 行指示
AWB作 成必要項目の検索AWBの 追加入
追加入力必要項目確認 力項目

AWBデ ー タの

入力
入力データチェックおよび
処理
貿易データ ・ファイル更新
AWB発 行AWB

輪作 告 指票帥 告書発行 追酷 織 豊橿具の検索 力麟 鵠 書の追

輸出申告データ
の入力

入力データチェック
データ ・ファイル更新輸出
申告書作成

輸出申告書

貿易データ
(輸入)入 力

貿易データ(輸
入)入 力の指示

入力項目の検索 貿易データ(輸
入)の 入力項 目

貿易データ(輸
入)の 入力

入 力 デ ー タの チ ェ ック

貿 易 デ ー タ ・フ ァイル へ の

記 録

輸 入 申告 輸入申告書発行
指示

輸入申告書必要項目の検索
追加入力必要項目確認

輸入申告書の追加
入力項目

輸入申告データ
の入力

入力データチェックおよび
処理
データ ・ファイル更新輸入
申告書作成

輸入申告書

示す る。

税関は,要 すれば,こ の デー タを税関 シス テム用に

出力 し,審 査に用い ることがで きる。

さらに,税 関か ら,審 査結果 を得 ることがで きる場

合には,通 関状 態を記録 す るとともに関係者 に この情

報 を出力 する。

以上 の機能 をオペレータ操作,コ ン ピュー タ処理 お

よびその出力に分 けて整理 した ものを表1に 示 す。

(2)所 要調査事項

① 貿易業務の現状の調査分析

商社,航 空会社,代 理店,税 関等の貿易関連業者,

官庁での業務処理,手 続 きに関する調査に基づき,現

在使用されている各コー ド,各 書類の記載項目が各書

類間でどの程度重複しているか等,コ ンピュータ化に

必要な詳細な分析を行な う。

② 取扱いデータ量の予測

国際航空貨物の量,件 数,金 額および申告件数等の

一3

過去のデータをもとにTIPSお

力 よび総合貿易卜織 システムにおい

て取扱 うべ きデータ範囲および量

について調査する。

③ 検索項目の調査

上記貿易関連業者,官 庁がデー

タ ・バンクか ら必要なデータを検

索するとき,フ ァイルされた項 目

をいかに編集して,提 供すればよ

いかを調査し,あ わせて機密保護

の観点から所要の措置について検

討する。

④ ファイル構成法およびアクセス

方法の調査分析

TIPSで は多量のデータを扱

うとともに,こ れ らのデータファ

イルか ら種々の情報を迅速かつ正

確に引 き出し利用 しなければなら

ない。したがって,こ れらの業務

を効率的にしかも正確に行なうた

めのファイルの構造お よびアクセ

ス方法,チ ェック方法について調査する。

⑤ 入出力を中心 とした人間一 機械系の調査

操作面において当業務に最 も適したソフ トウェア・

操作手順 ・端末機等について調査する。

3.TIPS開 発 の メ リッ ト

(1)総 合貿易情報システム開発の促進

パイロットシステムの開発により総合貿易情報システ

ムを開発してい く場合の投入財の所要量測定,利 用上の

適正な負担関係のあ り方,フ ァイル構成法,人 間一 機

械系等技術的な問題点の把握が可能であり,総 合貿易情

報 システムの円滑な開発が促進 される。

(2)貿 易業務処理の迅速化等

TIPSの 開発により貿易情報の正確かつ迅速な処理

が行なわれ,こ れにより業務諸手続 きの簡易迅速な処理,

物流諸施設の効率的利用,各 種統計の把握等が可能とな

り,こ れを利用する関連業者にとって大きなメリッ ト策
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生ずるものと考えられる。

各関連業界における具体的なメリットは以下の通 り

である。

① 商 社

(a)貨 物の流れを常時的確に把握可能

(b)塔 載済,到 着予定貨物データ早期入手

(c)諸 料金データの早期入手

(d)事 務処理の簡素化 ・迅速化

② 航空会社

(a)貨 物データの早期処理により適切な管理が可能

(b)地 上ハンドリングの作業管理が容易

(c)搭 載および積卸 しに関する情報サービスの自動

化

(d)AWB(輸 出)発 行の自動化

③ 代 理 店

(a)事 務処理の簡素化 ・迅速化

(b)貨 物の流れを常時的確に把握可能

④ エアーカーゴ ・クー ミナル

(a)搬 出入 『F続の簡素化 ・迅速化

(b)貨 物データの早期処理により適切な管理が可能

(C)貨 物ハンドリングの作業管理が容易

⑤ 税 関

(a)事 務処理の簡素化 ・迅速化

(b)申 告の正確化

◎ 保税上屋等の管理が正確かつ簡便

4.TIPSと 総合貿易情報システムの関係

図3の 総合貿易情報システム構成図の うち,TIPS

は斜線部分を開発するサブシステムである。

したがって,将 来他のシステムへの連結 も考慮して,

各種の調査分析およびデータバンクの設計を行な うなど

TIPSと 総合貿易情報システムとのインタpaフ ェース

を保つもの とする。

具体的には次のような観点において総合貿易情報シス

テムとの関連を考慮している。

① 貿易データバンクの設計においては,他 の関連シス

テム(例 えば,保 険システム,銀 行システム等)を 追

図3総 合貿易情報システム構成図

加する場合に必要 となるデータも追加できるようにす

る。

② 業務のプログラムはモジュール構造でビル トアップ

方式を考えて作業する。 したがって銀行,保 険会社,

関連官庁等に関連する追加業務のプログラムは容易に

追加が可能である。

③ 法制等により書類様式およびコー ド等の変更があっ

ても関連する業務のプログラムの変更が簡単なもの と

する。

④ 予め実用システムでの情報量を想定し,通 信制御お

よびファイルマネージメン ト用プログラムの開発を行

な うが,将 来の端末機およびファイル量の増加に対 し

ても対処で きるものとする。

5.TIPSの 開発体 制

本システムのプログラム開発は,昭 和47年 度から総合

貿易情報システム調査委員会を設置し,広 く関係者を集

めて,総 合貿易情報システムについて調査研究を進めて

いる(財)日 本情報処理開発センターな らびに本 システ

ムの利用を構想している三井物産および三菱重工に対し

て委託するもの とする。
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調 査

ソ フ トウ ェ ア流 通 の ア ンケ ー ト調 査

、

◎

わが国のソフ トウェアが先進諸国に比べ,大 幅に立ち遅れてお り,研 究,開 発,流 通等の側

面か ら抜本的な振興が必要とされている。

当財団では,通 商産業省からの依頼によ り,開 発を促進すべきソフ トウェア技術,ソ フ トウ

ェアの研究 ・開発体制のあるべ き姿,ソ フ トウェア流通促進策等に資するため,ソ フ トウェア

研究会を設け検討を行なっている。

本アンケー トは,ソ フ トウェアの流通に関 して,コ ンピュータ ・ユーザーを対象に任意抽出

によ り実施 したものである。 この結果の分析およびコメン トについては,同 研究会で別途報告

書を取 りまとめ中なので ご参照頂 きたい。(発 行 昭和49年3月 末予定)

`
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1.調 査対象および回収状況

アンケー ト票送付の対象 として,ソ フ トウェア流通お

よび外部委託の問題に関心が高いと思われるコンピュー

タ・ユーザーとい うことで,大 型機使用または,中 型機

以上のコンピュータを複数台使用 している事業体から約

1,000社 を選定した。

調査票発送数976件

同 回収数264件

同 国収率27%

回収票の資本金別,機 種別,業 種別内訳は表1～3の

とお りである。

2.ソ フ トウ ェアの保 有状 況

況である。

なお,保 有状況の尺度としては,事 務計算 に つ い て

は,事 務機械化の進展度を,そ の他のアプリケーシ 。ン

・プログラムについては,プ ログラムの完成度または充

足度をもって回答することとした。また,保 有の条件と

しては,自 社開発,買 取,レ ンタル方式にて購入,共 同

開発により自社に所有権を有するものに該当するものと

した。

表1に よれば,事 務計算で機械化進展度の高いものと

しては,人 事管理 ・給与計算,財 務管理 ・会計管理,販

売管理 ・販売計画,在 庫管理で,人 事 ・給料は,約90%

の割合で機械化が進んでお り,そ の進展度 も76～100%

表一3業 種別回収状況

回収状況

わが国の ユーザーは,既 に10数 年 以上の コン ピュー タ

利用経験 を有 し,ソ フ トウ ェアについて も多種類の もの

が多 く整備 され てい る もの と予 想 され るが,表4は,業

務別 あるいはプ ログ ラムごとにみたプ ログ ラムの保有状

表一1資 本金規模別表 表一2使 用機種別表回収状況

グルー プ 業 種 件数

1

鉱業、建設
、

ガ ラ ス、 土石 製 品

水 産 、 食 品

32

'

II

繊維、紙、パルプ

化学工業

石油 ・石炭製品、ゴム製品

鉄鋼、非鉄金属、金属製品

61

〆

III

機械、精密機械

電気機器

輸送用機器

その他製造

55

'

機 種 件数資 本 金 件数
国産機 551億円以下 24

国産機(複数)

w

電 力 、 ガ ス

運 輸 、 倉庫 、不 動 産

通 信 、 出版 、 サ ー ビス、 その 他

34

1～5億 円 30 73

5～10億 円 23 国産 ・外国機(併 用) 71
10～50億 円 96

外国機 64
50～100億 円 35 V 商業 31

不明 1100億 円 以上 56 VI 金融、保険証券 51
計 264 計 264 合 計 264

一5一
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と回答 した ものが6割 に達 し,

50%以 上 の進展度を示 した も

の とす ると9割 弱 とな り,殆

ん ど機械化が完了 した状 況に

ある とい えよ う。

次 に科学技術計算 プログ ラ

ムの保有状況では,予 測関係

が約40%,シ ミ ュレー シ ョン

関係が約33%の ユーザーが保

有 てしいる。 その ほかでは統

計解析,数 値解析関係の ライ

ブ ラリー ・プ ログラムが平均

して保有度 が高 く,プ ログ ラ

ムの充足度 または完成度 も50

%を 達 成 してい るとした回答

が 多い。最後にユー ティリテ

ィプ ログラムについて見 ると,

当然の こ となが ら保有 してい

るユーザーが多 く,種 類 も範

囲が広 い。 また,保 有 してい

るプ ログ ラムの充足度 も比較

的高 く,分 類 ・照合は76～100

%程 度 が7割 以上 であ り,編

集,デ ータ変換,媒 体変換等

が充足度が高 い。

3.ソ フ トウ ェア

の購 入状 況

表5は,ユ ーザーの ソフ ト

ウ ェア購入状況 を示 した もの

で,ソ フ トウ ェアを購入 した

との 回答 件数 は,延384件

で,過 去に購入 した経験 はな

いが,今 後 購入 を希 望する と

の回答は延788件 で あ る。今

後購入希望の多いプ ログ ラム

は,人 事 ・給与,輸 送管理,

財 務 ・会計,生 産管理,予 測,

シ ミュレP・一シ ョン,PERT,

表4ソ フ トウエアの保有状況

項

プロ グラム名

傑 務 名)

現 しお
在 てよ

対 いび
象な未
集い回
と 。答

0
～
25

%
保
有

26

～

50

%

保

有

51

～

75

%

保

有

76

～

100

%

保

有

ア

プ

リ

ケ

ー

シ

ョ

ン

・

プ

ロ

グ

ラ

ム

ぐP

務

計

算

〔16総 合 業 務 149 35 25 36 ユ9

07生 産管理,生 産計1`刈 127 37 46 30 24

08在 庫 管 理 82 29 33 57 63

09原 価 管 理 106 37 35 35 51

10販 売管 理,販 売 計li}ri 80 ユ1 31 75 67

11]願 珊,資 材管理 103 26 42 43 50

】2輸 送管 理,輸 送 、il'IIIIi 176 45 19 17 7

13財 務管理、 会計↑†理 47 43 46 63 65

14人 事 管理,給'元 司'帥: 31 8 21 64 140

15保 険 業 務 215 13 8 10 18

16証 券 業 務 234 11 3 3 ユ3

17銀 行 業 務 209 6 11 15 23

]7税 務'舞 務 211 23 ]5 8 7

19医 療 業 務 248 8 3 1 4

20教 育 245 14 2 0 1

21そ の 他 237 11 9 2 5

科
学

技

術
計

算

22数 理 計1直`i 198 26 8 15 17

23PERT・CPM等 ]95 29 10 ]5 15

24シ ミ ュ レー シ ョ ン ユ76 44 13 17 ユ4

25予 測 ユ59 54 22 ユ7 ユ2

26そ の 他 239 17 2 1 4

27建 築 235 10 5 9 5

δ

c
構
造
設
言1

解

哲
統
計
筆

28.ヒ 木,道 路 239 7 5 8 5

2g造 船 255 5 1 2 1

30そ の 他 252 6 0 2 4

31数 値 制 御 232 15 2 10 5

32統 計 解 析 191 23 13 20 17

33集 計 214 18 4 13 15

34図 形 処 理 224 17 9 10 4

35電 気 237 14 7 3 3

36物 理 243 9 6 2 4

37化 学 238 ユ1 3 5 7

38原 子 力 249 8 2 2 2

3g測 量 254 3 1 2 4

40航 空,宇 宙 256 5 0 3 0

41そ の 他 256 5 0 2 1

ラ

イ

ブ

ラ

リ

ー

プ

ロ

グ

ラ

ム

数
値
解

析

42関 数 計 算 200 16 7 14 27

43数 値 積 分 202 16 8 13 25

44代 数 方 程 式 201 15 8 13 26

45連 立 方 程 式 20↓戊 17 7 12 28

46行 列計 算,固 有値,固 有ベ ク トル 198 19 6 14 27
47常 微分 ノ∫程 式,偏 微分方程 式,数 値微 分 204 16 9 12 23

48近 似 計 算: 204 17 7 12 24

49フ ー リ エ 解 析 214 13 5 10 22

50そ の 他 246 6 1 3 7

統

計

51統 計 169 29 16 22 28

52そ の 他 245 11 1 2 5

シ

ス

テ

ム

・

プ

ロ

グ

ラ
ム

制

御

Pro9

53ス ーパ ー ・バ イザ ー 169 4 9 19 62

54デ ー タ 管 理 168 18 21 17 40
55オ ン ラ イ ン 制 御 182 16 5 16 45

曇
56言 語処理 プロセッサ 144 8 7 32 72
57ジ ェ ネ レー タ ・イ ン タプ リター 183 16 13 21 30

P'159 58そ の 他 240 8 1 6 9

;

∫

ス

ζ

多
三
蓑
笠

59分 類.照 合 118 10 5 25 105
60編 集 140 10 9 28 77
61デ ー タ 変 換 139 14 13 25 73
62媒 体 変 換 144 15 13 19 73
63プ ロ グ ラ ム 変 換 180 27 14 19 24
64プ リ ン ト 134 16 ユ1 21 82
65デ バ ッ ギ ン グ 147 28 12 32 45
66運 用 管 理 151 31 24 31 27
67コ ピー,フ ァ イル メ ンテ ナ ンス 136 13・ 23 25 67
68そ の 他 239 7 1 7 10
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図形処理,統 計解析等の ほか

ユー テ ィリテ ィ関係の プログ

ラムであ る。

外部か らソフ トウェアを購

入 す る理 由については,自 社

開発の時間的余裕 がない,自

社 開発 では経費 がかかるか ら,

自社の ソフ トウ ェア開発要 員

の不足 とい った理 由が あげ ら

れてい る。

また,購 入上の ネックにつ

い ては,多 くの点を指摘で き

るが,機 械 ・言語 ・標準 化等

社 内の事情に合 わない,品 質

上 あるい は信頼性に不安 が あ

る,価 格が高い,ア フタサー

ビスが不足等 の理由 をあげて

い るが,ど んなプ ログ ラムが

販 売 されてい るか判 らない と

い っナこ回答 があ り,販 売者側

の宣伝不足 も大 きな要因 とな

ってい る。

4.ソ フ トウ ェア

の販 売 状 況

表6は,ユ ーザーにおける

ソフ トウェアの販売状況を示

した もので,こ の結果でみる

限 りでは販売 した経験がある

と回答 したのは 延53件 に過

ぎない。しかしなが ら,今 後

は販売してい きたい とする回

答は延105件 で倍増を示 して

いる。販売 されたプログラム

では,図 形処理関係5件,化

学関係プログラム3件,販 売

管理関係3件 等である。今後

販売してい きたいと希望する

ものでは,販 売管理10件,人

表5ソ フ トウエアの購入状況

項

プロ グラム名

(業務 名)

未

11i1

答

週 令
去 後
に 購
購 入
太 布
有 望

過 今

去 後
に 購

購 入

入 赤
短 白」パ〉、一団㌔

過 今
去 後
に
購 は
入 宋

イ1'定

過 今
去 後
に

購 も
ス、未

無 定

ア

ブ。

リ

ケ

1

ン

ヨ

ン

・

プ
ロ

グ
ラ
ム

づ`

務

計

算

06総 合 業-務 153 3 7 8 93
07生 産 管 理,生 産,i卜画 140 3 11 5 105
08在 庫 管 理. 1`}2 1 10 6 145
09原 価 管 理 126 1 3 3 131
エo販'ノ 己管 理 、 販売,i卜画 1(11 0 11 4 148
11購 売管理,資 材管理 119 2 4 4 135
】2輸 送 管 理,輸 送,、抽

,

166 0 13 4 81
13財 』務 管 理 、 ∫㍉ 卜管 」Ψ 77 1 13 5 168
14人 「1ぷ'理,給'」 引 算 65 1 15 9 174
15保 険 寮 務 20` 0 2 2 56
]6、1正 分 業'務 221 0 1 1 41
]7銀 行 業-務 191 3 1 6 63

18税 務`拮 務 204 0 2 1 57
19医 療 業業 務 225 0 1 1 37
20教 育 226 0 3 2 33
21そ の 他 2]9 2 1 2 40

科

学
技
術
計
.算

22数 理.計 画 〕91 1 10 7 55

23PERT・CPM等 186 3 11 8 56
24ン ミ ュ レ ー ン ヨ ン 171 2 15 13 63

25干 潮 158 2 21 10 73
26そ の 他 223 1 8 2 30

27建 築 220 4 6 3 31

ア

プ

リ

ケ

1

;
ン

・

プ

ロ

グ

ラ
ム

(

O
R
・

構
造
設
計
・

解
析
.

統計

一等
)

28土 木,道 路 229 2 3 2 28

29造 船 238 0 0 1 25
30そ の 他 236 0 1 0 27

31数1直 制 御 220 1 4 4 35
32統 計 解 析 194 1 10 9 50

33集 計 208 o 4 8 44
34図 形 処 理 2ユ3 4 8 6 33

35電 気 226 0 3 2 33

36物 理 228 1 2 1 32

37化 学 225 1 3 5 30
38原 ∫・ 力 234 1 3 2 24

39測 量 237 0 2 1 24
40航 空,宇 宙 236 1 1 1 25

41そ の 他 238 0 3 1 22

ラ

イ
ブ

ラ

リ

1

プ
ロ

グ

ラ
ム

数

値

解

析

42関 数 計 算 198 1 7 6 52

43数 値 積 分 200 0 7 5 52
44代 数 方 程 式 199 0 7 6 52

45連 立 方 程 式 199 0 7 6 52
46行 列 計.算,固 有f直,固 有 ベ ク トル 198 0 7 6 53

47常 微 分方程 式、偏微分 方程 式,数f直 微分 ]99 0 7 6 52

48近 似 計 算 201 0
'7

6 50

49フ ー リ エ 解 析 208 0 5 5 46

50そ の 他 233 0 4 2 25

統
計
51統 計 175 2

・

14 4 69

52そ の 他 230 0 4 3 27

シ
ス

テ
ム
・

プ
ロ

グ
ラ
ム

制

御

Prog

53ス ー パ ー ・バ イ ザ ー 177 2 5 6 74

54デ ー タ 管 理 166 5 17 7 69

55オ ン ラ イ ン 制 御 177 3 8 9 67

曇
Pro9

56言 語 処理 プロセ ッサ 155 9 11 6 83

57ジ ェ ネ レー タ ・イ ン タ プ リ ン ター 185 3 12 3 61

58そ の 他 228 0 4 2 30
59分 類,照 合 140 12 ユ3 9 90
60編 集 156 4 10 5 89

61デ ー タ 変 換 154 3 15 5 87

62媒 体 変 換' 157 3 12 3 89
63プ ロ グ ラ ム 変 換 178 2 17 3 64

ラ

∫

τ

÷

;

z
変
換
筆

64プ リ ン ト 152 5 14 5 88

65デ バ ッ ギ ン グ 158 4 20 3 79

66運 用 管 理 162 2 21 2 77

67コ ピー,フ ァイ ル メ ンテ ナ ン ス 156 6 14 7 81

68そ の 他 228 2 3 4 27
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事 ・給与8件,財 務 ・会計6

件,在 庫管理5件 等 であ り,

表1の 保有状況 で充足度の高

いプ ログ ラムにつ いての販売

を希 望する とい うことが いえ

る。

ソフ トウェアを販売 す る,

あ るいは,販 売 しよ うと思 わ

れ た動機については,ソ フ ト

ウ ェア販売 を事 業化 する とい

った積極的な回答 を示 したユ

ーザー も若干 あ ったが
,む し

ろ,ソ フ トウェアに投 じた資

金 の回収を図 りたい と考 えて

い る ところが比較的多か った。

(市川隆 ・調査課)

表6ソ フ トウエアの販売状況

今
後
も
未
定過去に販売
無

靱
m

問
団
瑚
幽
94

四
⑨
58

43

67

61

40

37

44

68

74

86

97

39

42

34

24

29

38

66

56

45

38

36

38

31

27

28

26

65

63
63

63

64

63
61

57

31

84

34

85

91

79

泥
73

38

m

脳
鵡
即
80

鵬
皿
97

随
33

ー

今
後
は

未
定過去に販売
有

1

1

1

1

1

1

0

1

1

0

0
1

0

0

0

0

0

O

0

1

0

2

2

2

0

1

0

0

3

1

0

0

0

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

2

0

2

1

1
1

0
0

0

0

0

0

今
後
は
販
売希

望過去に販売無

2

3

4

2

8

3

1

5

7

1

0

2

0

0

0

0

1

2

4

3

1

1

0

0

O

3

4

1

1

0

0

0

0

0

1

1

1

1

1

1

1

1

1

O

0

3

0

0
2

4

2

1

0

1

2

1

1

2
3

1

3

2

2

今
後
も
販
売
希
望過去に販売有

0

1

1

1

2

0

1

1

1

0

0

0

0

0

0

1

1

0

0

1

1

0

0

1

O

1

0

1

2

0

0

3

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

0

1

1

1

0

0
0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

未

回

答

聯
㎜
脱
偽
99

……

醜
78

65

祝
図
脳
㎜
脳
勿
m

隅
顕
m

皿
脇
烈
撚
間
鰯
捌
脳
㎜
m

獅
認
螂
祝
却
獅
却
畑
㎜
⑳
㎜
㎜
㎜
泥
加
蹴
鵬
却
囎
m

陶
㎜
蹄
ぴ
ぷ
卿
m

皿
脱
慨
脱
ぷ
卿
四

項

ル

断面数

務業合総

画旛蜘理智産生
理智庫在
理管価原

画蒲販理智続貝
理措餅理管売購
梱ぷ輸理智送輸
理博錦理智溝貝
算計与給理管事人

務葉陰保
務業券証

務※行銀
務事務税

務業療医
育教
他のぞ

画計理数

等田口M囲
ジシ‥㍉シ

測予
他のぞ

築建
路道ペー

船

他

.

.

Ψ

旦、〕

のぞ

御制個数

析解計統
詩集
理処形図

気電
埋物

学化
力子原

量測

宙宇空航
他のぞ

算計数関
分積値数

式程方数代
式程方立連

バベ有固値有固算計知行

丸程方紛織式程紡櫛常
算計似近
析解工リ

ー
フ

他のぞ

計統
他のぞ
一

ザ刈一パース
理智タ

ー
デ

御制ンイランオ

サ⇔力理処語言
‥列"句タ↑∋ジ

他のぞ

合照類分

集編
換変タ

ー

デ
換変体媒

換変ムラグロブ
トンリブ

グンギソバデ

理、管用運

以ナけ旧師フ,↑コ

他のぞ

06

07

08

09

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37
38

39
40

41

42
43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53
54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

名

蹴

事

務

計

算

科

学
技

術
計

算

へ
O
R
・

構
造
設

計
・

解
析
・

統
計
等)

数

値
解

析

統

計

制
御
恥 9

墾
m 9P
ユ
テ
ィ
リ
テ
ィ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
(
変
換
等)

プ

ア

プ

リ

ケ

ー

シ

ヨ

ン

.

プ

口

グ

ラ

ム

ラ

イ
ブ

ラ
リ

ー
プ

ロ

グ

ラ

ム

シ

ス

テ

ム
・

プ

ロ

グ

ラ

ム
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研 究 開 発

JIPDECに お け る

コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ ト ワ ー ク ・シ ス テ ム

■

●

,

●

●

も

ま え が き

昨今 は西 も東 も,コ ン ピュータ ・ネ ッ トワー クの花 ざ

か りの感が ある。

とくに異な った機種 を連結 し,ハ ー ドウ ェア,ソ フ ト

ウ ェアあるいは デー タベース を共 有す る リソース ・シェ

ア リング(ResourceSharing)型 の ネ ッ トワー クは,米

国のARPAネ ッ トワー クに刺激 されてか,英 国,フ ラ

ンス,北 欧,汎 ヨー ロッパあ るいは米 欧を結 ぶ国際 的な

拡が りで数 多 くの計 画が相ついで打 ち出 されている。

多額 の費用 と長年 の才月 をか けて建設 されたARPA

ネ ッ トワー クに,世 間の 目は必ず し も好意的な もの ばか

りではない ようであ るが,と もか くも一応の成功 と伝 え

られてい る。少 な くともコン ピュータ利用法の新 しい面

を開拓 した功績 は大 きい。

当財 団にお けるネ ッ トワー ク ・シス テムの計画は,本

年度 よ り数年で実現すべ く着手 した ものであ る。

当財団では.国 産3社 のそれぞれ異な った機種 を稼 動

させてい るが,こ れ ら各機種 のハー ドウェア,ソ フ トウ

ェアの リソースの限界を打破 し,総 合した リソース利用

の可能性 を追求 しよ うとす るものであ る。 さらにはフ ァ

イルや プログ ラムの互換性 の限界に対 する新 しい アプロ

ーチの試み ,漢 字入 出力,図 形処理 な ど特殊周辺装置の

各CPUか らの共 用等 の長年 の希 望を充足 する手段 とし

ての コンピュー タ ・コンプレ ックスの実現 と,一 方数年

間にわた るTSSサ ー ビスの体験 か ら,一 一種 類の セン ト

ラル ・コンピュータにのみしかア クセスで きぬ とい う制

約を解放 したい とい う希 望,あ るいは最近 とみ にその 二

"ズ を言々 されている分散型 データベー ス ・マネージ メ

ン トの実用化研 究の必要性 な ど,諸 々の要求が集積 した

結 果 としてまず 自社 内の3機 種 を結合 させ る運 び とな っ

た。 そして更 に,内 部 にお ける2,3年 の 実用実験 を経

て,適 当な外部 ネ ッ トワー ク,ま たは コンピュー タ ・シ

ステム と連結 させ るとともに,TIP(Terminallnter-

facemessageProcessor)ま たはNTS(NetworkTer-

minalSystem)に よ る外 か らのネ ッ トワー ク ・ア クセス

も実現 させたい。

現在 国際的な視野か ら見 るとコン ピュー タ ・ネ ッ トワ

ー クに関 しては 日本 はか な り立 ち遅れ てい るとい うのが

一般 の通説 であ る
。 しか し一方机の上での勉強や,ネ ッ

トワー ク ・システムその もの に対す る関心が並 々な らぬ

ものである ことも自他 ともに認めてい る。今,必 要 なの

は,机 上の議論 だけでな く,そ れ ぞれの立場 で ともか く

も手 を下 し,実 行に移す推進役がい くつか出現 する こと

であるか も知れない。

ここに,簡 単にJIPDECネ ッ トワPtク ・システムの

概要を紹介す る。

1.ネ ッ トワー クの構 成

現在,当 財団 にはFACOM230モ デル60(以 下F-

230/60と 略),HITAC8450・(以 下H-8450と 略),

NEAC2200モ デ ル500(以 下N-2200/500),の3機 種

が設置 されてお り,そ れ ぞれ表1に 示す特徴 を有 してい

る。

これ らの異な った3機 種 をホス ト・マシン として,コ

ン ピュータ ・ネ ッ トワー クを構成 するための結合方法 と

しては,チ ャネルに よる直接結合,高 速回線に よる直接

結合,IMP(InterfaceMessageProcessor)を 介 した

一9一
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表13機 種の主な特徴

保有する主な特徴

O
q⊃
＼
O
。っ
N
-

缶

高速演算性能,大 容量記憶装置,大 容量ファイル,

リモー トバ ッチおよびTSSサ ー ビス,各 種オンラ

イン用 ソプ トウェア,漢 字入出力装置(予 定)

O口

話
ー

出

グ ラフ ィ ッ ク ・コ ン ピ ュー タの 結 合 マル チプ ロ セ ッ

サ シ ス テ ム お よ び 汎 用 グ ラ フ ィ ック用 ソフ トウ ェ

ア

oo
oo
cqL◎
㏄ ＼

±

バ ッチ処 理,マ ー ク シー トリー ダ(予 定)

ARPA型 の 結合等 が考 え られるが,

① 異機種 ホス ト・コン ピュータ(以 下 ホス トと略)の

イ ンター フ ェイス調整 の容 易 さ

② ホス ト負荷の軽 減

③ ネッ トワー ク拡張 の容易 さ

の理 由か らIMPを 介 した結合方法を とることに した。・

この結合方法 によるネ ッ トワー ク ・シス テムを構成 す

るに あた り,次 の諸点 を考慮 した。

⑦ コンピュー タ ・ネ ッ トワー クとしての基本的な機能

が,ほ ぼ全 て実験可 能な システム構成 である こと。例

えば,ホ ス トーIMP,IMP-IMP間 の メッセー ジ

ハ ン ドリング,IMP間 高 速 回線 の制御,各 種 ター ミ

ナルの制 御,パ フ ォーマ ンス測定等。

② コンピュー タ ・コンプ レックス ・システム として,

当 財団が実 施す る他 の研究開発 プ ロジ ェク トに も適 し

た システ ム構成 であ ること。

③ 将来 他のネ ッ トワー クあ るいはシステム との結合な

どの拡張 が容易であ ること。

④ 情報 ネッ トワー ク ・システ ムのモデル として,集 中

濃 ㌶=ご マネ　 ント●システ ●
⑤ 従来,各 機種 で行 な って きた作業が,何 等 変更な し

に引 きつづ き稼働可能 である こと。

図1に コンピュータ ・ネ ッ トワー ク構成 を示 す。

図1コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワー ク の構 成

FACOM-R

漢字

CRT

閲:ン タ

文字

CRT

文'了:

CRT

文字

Catho

CR
600/m

、 ＼ 、

＼こ＼＼

＼ミ、

1200bps

1200bP

繁

グラフ ィック・

デ ィスプ レイ

高速 タイプライタ
カセットMT付

ぐラフィック

CRT;こrSonyTechtro

文字
CRT

了=多

'

一分一10一



,

,

●

も

/1i)1)ECジ ャ ー一・ナ ル

2.ネ ッ トワ ー クの機能

本ネ ッ トソー クでは,次 のよ うな利用方法の実現 を可

能 とす る機能 を整備 す ることが計画 されてい る。

①CJP(CooperatedJobProcessing)

CJPは,ネ ッ トワーク内の ホス トコンピュー タ群

をコン ピュータ ・コンプレ ックス として扱 い,複 数 の

ホス トに ユー ザの指定す るジ 。ブを発生 させ,そ れ ら

のジ ョブ 間 の適 当 な 同期 をと り,コ ン トロールお よ

びデータの交信をお こないなが ら,複 数 ジ 。ブの協同

作業 によ り,あ るまとま っナこ仕 事を処理 す るものであ

る。例 えばARPAに お いては,McROSS,RSEXEC

が あ る。 しか し,い ず れ も同一機種(PDP10),同 一

オペレーテングシステム(TENEX)の も とでのCJP

で あ り,本 ネ ッ トワーク としては,H-8450の グ ラフ

ィック ・システム と,F-230/60の デー タベース と高

速演算能力 を利用 した・fンタラクテ ィブ ・システ ムが

ある。

②AJD(AutomaticJobDispatching)

これ は,ネ ッ トワー ク ・ジ ョブの 自動 的なホス ト選

択の機能 であ り,各 ホス トの機能,負 荷等 を考慮 し,

最 適 ホス トを選び,利 用者 にホス ト・マシンを意識 さ

せ ることな く,ま たネ ッ トワー ク側か らは接続 されて

い るすべ ての ホス トの負荷バ ランス を自動的に最適化

して,機 能 を有効に利用す るものであ る。

AJDの 実 現のためには,各 ホス ト・システ ムのハー

ドウ ェア,ソ フ トウェアの機 能を把握 してお くための

ARPAに お けるNIC(NetworkInformationCen-

ter)的 な 機能 お よび 各 ホス トの状 態,リ ソースの現

状,負 荷等 を把握 してお くNCCe(NetworkControl

CenterExtended)的 な機能 が必要 とな り,こ れ らの

役 目を果たすためのNCIC(NetworkControlInfor-

mationCenter)の 機 能 および管理法について検 討を

進 めている。

③TNUS(TotalNetworkUtilizatignSystem) .

前 述 のCJPお よ びAJDの 組 合せに よる拡張機能

で,ネ ッ トワーク利用者 ジ 。ブが 自動的に複数個 のタ

スクに分割 され,各 ホス トに分配 され,Cooperated

Jobと して処理 され る形態 である。 この よ うな機能 を

果 たす ため には,同 時並行処理 の タス ク ・オ リエンテ

ッ ドな ジ ョブ記述に適 した新 しいプ ログ ラ ミング ・シ

ステムや,ネ ッ トワー クの各ホス トに 自動分配す るネ

ッ トワー ク ・ローダ等 が必 要 とな る。

④RDAS(RemoteDatabaseAccessingSystem)

DistributedDatabaseの 利 用 をお こな うために,

他 ホス トの フ ァイルにア クセスする機能 で,こ の機能

に よ り,各 ホス トの実 行プ ロセスはネ ッ トワー クに散

在す るデー タベースに 自由にア クセスす る ことが可能

とな る。 このためには,汎 用 のデータ管理 システムの

存在 が前提 となる。

以上のほか,ARPAネ ッ トワークにお けるTELNET

の機 能 お よびTIPか らの各種 ホス トへの アクセス,特

殊周辺 装置(漢 字入出力装置,グ ラフィック ・デ ィスプ

レイ,マ ークシー トリー ダ等)の 各ホス トジ ョブか らの

利用等の基本機 能は当然含まれ る。

3.IMP(TIP)の ハ ー ドウ ェア

リソース ・シ ェア リング ・コン ピュー タ ・ネ ッ トワー

クにお けるサブネ ッ トの能力に最 も影響をお よ ぼす の

は,IMP用 コ ンピュータの性能 と回線速度 である。 当

ネ ッ トワー クのIMPの 機 種選定にあた 三て,八 一・8'ウ

ェア性能 としては,以 下の よ うな項 目を考慮 した。

① サイ クル ・タイ ムが速 い こと。

② 実効命令の実行速度(リ アル タイム ・ミックス値)

が速 い こと。

③ メモ リ容量 が大 き く,拡 張性が ある こと。(バ ッフ

ァ確保,将 来 の機能拡張)、

④ プ ログ ラム割込 みをは じめ,多 様の割込 み機能 を有
`

すること。

⑤ チャネルによるメモリー ・スチールがCPU実 行速

度に与える影響が少ないこと。

⑥ 高速回線,低 速多種回線の制御機能を合わせ持つこ

と。

⑦ 各種のタイマーを持つ こと。

⑧ 優先制御機能を持つ こと。

⑨ メモリーの保護機能に融通性があること。

⑩ ビットおよびキャラクタ処理の融通性があること。

⑪ 信頼性が高いこと。
、
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図2TIPの 構成

C-12,C12-1SVC

インターバル
ログラム割込 タイ

マ

N3200/50

,1映 処 理 装 置

32K硫

C-08

記 憶保護

機構

C-21

DMA

⑫ 価格が安い こと。

図2にTIPの ハ ー ドウェア構成 を示す。

4.プ ロ トコ ル

C-08-1

記憶保護

増設機構

C-20

DMC

瑞6

C-21-1

DMA増

C-6500

マ ルチ 『ノ レクサ

制 御 部

プ ロ トコル(protocol)は ネ ッ トワーク上の あ らゆる

通信 に関す る規約であ って,次 に示す よ うない くつかの

プ ロ トコルが必要 とされ る。

① コ ミュニケー シ 。ン ・サブネ ッ トの効果的な運 転を

実現す るためのIMP-IMPプ ロ トコル。

② ホス トとIMPの つ な ぎとして,主 としてデー タの

授 受の方式 を規定す るホス トー・IMPプ ロ トコル。

③ ユーザ ・プ ロセスに対 してサー ビスをす るために,

NCP同 志 が会話す る方式を規定する ホス トーホス ト

プ ロ トコル。

④NCPが ユ ーザ ・プロセスに対 してサービスす るコ

マ ン ドを規定 したプ ロ トコル。

⑤ ユーザに対 して,機 能 レベル(ユ ーテ ィリテ ィ)の

サー ビスをお こな う高位のプ ロ トコル。

5.ネ ッ トワー クの ソ フ トウ ェア

ネ ッ トワー クの ソフ トウェアは,ホ ス ト中にあって ネ

C-6140B

高速通信制御 部

チ ャ ネル

ア ダ フ タX

C-6600

多IF.通 信

制 御 部

DT48K

モ デ ム

チ ャ ネル

ア ダ フ タN

}…B姻 ・

}12・・B・ 回・

}・…B…

No1
3200/50

No3
3200/50

ッ トワー クに関係す るプロセス全 般に関する管理 をお こ

な うNCPと,IMP中 に あってデー タ ・コ ミ=ニ ケー

シ ョンの一切 を管理す るMCP(MessageControlPro-

gram)と が あ る。

NCPは 既 製の オペレー テング ・システムの下,あ る

いはその一部 とな って,ネ ッ トワー ク ・ジ 。ブに対 して

ホス トの全機能をサー ビスす ると同時 に他のNCPと 連

絡 を とり,他 のホス トの機能 も使用可能 とするための プ

ログ ラムで ある。

NCPは 前 章で述べたプ ロ トコルのサービ ス を は じ

め,次 の諸機能 を果 たす。

① プロセスの起動終了 な どを含 むプ ロセスの管理

② プ ロセス間 コ ミュニケーシ ョン

③ プ ロセス間の状 態情報 の管理

④ デー タ ・フ ローの コン トロール

⑤ ホス トの リソースの使用状況の把握

次 にMCPは,サ ブネ ッ トを効果的 に運 用 す る た め

に,次 の ような機能 をはたす。

① 特定の ホス トか らあるいは特定の ホス トに向けて多

量なデー タがサブネ ッ トに流入す るとcongestionが 発

生 し,伝 送効率をいちじるし く低下 させ ることになる
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1

◆

ため,こ れ を避 けるための フロー ・コン トロール。

② 特定のIMPに お いて異常状 態が発生 した場 合に,

MCPプ ログラムをDumpし て 決め られたホス トに

送信 し,そ のの ち,MCPを 他 のIMPか ら ローデ ィ

ングし,サ ブネ ッ トを止 め ることな く原 因の解明 およ

び処置 をお こな う。他 のIMPか らMCPを ローデ ィ

ングす る機能 は,最 新Versionの プ ログ ラムを送 る

場合に も利 用で きる。

③ 回線の有効利用 お よび迅速 なデータの伝送 をはか る

ため,メ ッセージをパケ ッ ト化 して,そ れぞれ独立に

ルーテ ィングし,目 的地のMCPで メ ッセージ化す

る。

また,ル ーテ ィング情報 はサ ブネ ッ トの トラフ ィッ

ク状 態によ り一定時間 間隔で,更 新 して ゆ く。

④ 各種の評価情報 を とる。

。ホス トか らサ ブネ ッ トにはい るデー タ量のア カウン

テ ィング。

。実験的見地か らメ ッセージ長の分布
,IMPのCP

U負 荷率等の情報。

あ と が き

JIPDECネ ッ トソー クは48年 度中にハー ドウェアの結

合 を終 え,49年 度 以降,IMP,TIP,各 ホ ス トのN

CPを 開 発す る予定で ある。順次,CJP,AJDな ど

前述 の機能 を実現す る と共に,TIPを 通 し て 各 種 端

末,例 えば,グ ラフ ィック ・デ ィスプ レイ,マ ー ク ・リ

ーダ
,マ イク ロフ ィル ム ・プ ロジ ェクタ等 の結 合し,各

ホス ト直結の各種周辺装置 も含めて,多 彩 な処理形態に

よる実験研究 をお こな ってゆ きたい。

(山本欣 子・開発課)

映 画 の ご 案 内一 一

明 日 へ の 健 康 を め ざ し て

一医 療 と 情 報 処 理一

も

～ この映画は
,本 年度情報化週間の一環として,監 修

東京女子医科大学付属病院長榊原仔先生のほか多数の

ご協力を得て作成した ものです。

内容は保健センター,総 合病院,地 域医療において

コンピュータがどのような役割を果し,活 躍している

かについて,実 情を中心に一般の方にわか りやすく解

説してあります。

総合保健センターではす ぐれた情報処理能力 と彪大

な記憶能力を持 ったコンヒ。ユ一夕が,医 師,看 護婦,

医療技師の良 き助手とな り,血 液,心 電図,肺 機能,

細胞診断さらに問診等十数種におよぶ検査を迅速かつ

正確に,総 合的に行なっている。

総合病院での一連の事務手続 き,診 察予約,診 察券

の発行,診 察結果の記録,患 者の病歴,外 来料金票や

薬引換券等,さ らに心臓手術申患者の動脈搏や心搏数,

血液の循環状態,手 術後の看護(重 症者看護装置－I

CU)等 広範な分野で,コ ンピュータが医師や看護婦

の良 きアシスタン トとして活躍している。

最後は,将 来の広域医療へのコンピュー タの 応 用

で,僻 地の診療所か ら直線電話回線を使用し,心 臓病

し　 み く シ ヌ ぜ ぎ

ぶ 三瀞÷

ぷ

〆 噛 ・㌧

㌧.
き　 i鐸 ∵

艦誉

患者のペース ・メーカーのパルス信号や心音を都会の

病院に送信し,専 門医師の検診を受けることがで き,

また,遠 隔地の医師はレン トゲン検診等に都会の専門

医師と交信 しながら最新の医学情報や,豊 富な症例等

を通信回線で問合せ これを参考に診断を下せるように

な り,更 に,過 疎地域を訪れ るミニコンピュータと最

新の医療機器を装備した移動検診車を紹介する。

フィルムは,16mmカ ラーで映写時間約30分 頒布価

格70,000円(但 し,賛 助会員60,000円)
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統 計 デ ー タ出 力 サ ブ シ ス テ ム(STPRINT)

の概 要 と1ア ル ゴ リズ ム

1.統 計データ出カサプシステムの概要

本 システムは,数 値情報 をコン ピュー タに入力 す るこ

とによ り,地 図や 図表 を自動的 に作成す るサブ システ ム

である。

(1)地 図 の作成

①分布図(ConformantMap)(図1,図2)

〔分布図〕
図1

sourcemap

ス ペ ー シ ン グチ ャー ト祇

〔近 似 分布 図 〕

図3

sourcemap

スペー シン グチ ャー ト紙

⇒

図2

eutput1nap

領域内に1つ の値 を与 え,そ の値に よって各領域 に

シンボル(文 字)を 割当,色 分 けして ライン ・プ リン

タに印字 した地 図を分布 図 とい う。

色分 けは,プ リンタ用紙の 同一 ラインを多重印字 し

て濃淡 で表 わ している。

ConformantMapは,地 域別の人 口密度,地 域別

物価指数な どを描 くの に用い られ る。

②近似分布図(ProximalMap)(図3,

図4)

図4

0utputmap

－14一

領域内および領域近辺に点 を 数 点 と

り,そ の点に値を与 え,そ の値により領

域内を色分けしてライン・プリンタに印

字した地図を近似分布図とい う。

この図は,領 域内のデータ(値)の 波

及 を表わす分布図,た とえば,交 通量,

降雨量などを描 くときに用いる。

③等高線図(ContourMap)(図5,図6)

領域内および領域近辺に点を数点 とり

その点に値を与 え,そ の値により領域内

を等高線状に色分 けしてライン・プリン

タに印字 した地図を等高線図という。

この図は,地 価分布図,気 温,気 圧分

布図などに用いられる。

(2)図 表の作成

①棒図表

ある事柄やある対象の集ま り(例,勤

労世帯の収入階級)の 度数または累積等

を棒図表 として印字する。

②折れ線図表

い くつかの事柄を折れ線 として印字す

る。また指数平滑法や移動平均法を用い

て予測曲線を印字する。

●

e・
↓

¶

噂

t

∨
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〔等高線図〕 図5

ス ペ ー シ ン グ ・チ ャ ー ト紙

⇒

図6

ラインプ リンタ用紙

2.地 図 が ライ ン ・プ リンタ用 紙複 数枚 に

わ た る ときの アル ゴ リズ ム

(1)ア ルゴリズムの方針

地図が,ラ イン ・プリンタ用紙何故にもわたって出力

され,し かも図7の ように,縦,横 方向に 「はり合せ」

を行なわねば 図7
アウトライン

ならない時の

アルゴリズム

を考えよう。

このアルゴ

リズムを使え

ば,地 図の大

きさを指定す

れば,地 図の

拡大が容易に

できる。

プリンタ用紙1枚 を 「面」 と考え,地 図のアウ トライ

ンは,実 際の地図に対 して 「線分」にて近似している。

このアルゴリズムにおいては,、 ある面に対`して,ど

の線分の情報が含まれているか?〉 が最も重要な問題に

なる。

この問題を解決する前に,必 要な事項を定義しておく

ことにする。

①面の出力順序は,図8の 例にて もわかる通 り,地 図

出力範囲の最上端かつ最左端の面から縦方向に順序よ

図8
エ軸

y

軸

1 4 7

2 5 8

3 6 9

図9

く番号をつけ,縦 の枚数までになったら,次 の段階に

移 り,前 と同様に番号順に出力する。

②出力枚数の制限は,縦 ・横方向とも6枚 で最大36枚

(6×6)の 大きさまで出力できるものとする。

③1而(プ リンタ用紙1枚)に 出力する大 きさは縦60

行,横120桁 とする。

以上①,②,③ を定義 し,実 際プリンタに出力した

結果は,地 図の出力順序を考慮して,は り合せる作業

を行なって地図の作成終了 とする。

(2)ア ルゴリズムの手順 図10

手順1

入力 された頂点の情報か

ら,頂 点 と頂点を線分で結

び地図のアウ トライン(外

形図)を形成する。(図10)

手順2図11

地図のアウトライ

ンを構成している線

分が通過する面を求

める。なお,ア ルゴ

リズムの詳細につい

ては{3)で後述する。

手順3

手順2で 得 られた線分の情報を面単位に抽出する。

一15-一

N＼-20・ ノ

10行
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そして抽出した結果を面単位に処理して地図を作成す

る。

(3)線 分が通る面を求めるアルゴリズム(手順2の 詳細)

地図が複数枚にわた り出力するには,ア ウ トライン

を構成する各線分が,ど の面を通 るかを知ることが重

要である。(図12)図12

以下に,"線 分が

どの而を通るか?"

についてのアルゴリ

ズムを述べ る。

アルゴ リズ人の詳

細 を述べ る前 に,面

の位置 を以下の よ う

に定義 する。

全体 をマ トリック

ス として とらえ,第

勿行,第 κ列の位置

にある面 を面(勿,

η)と 表現す る。

(図13)

ス テ ップ1線 分PIP2

の それぞれの点P1,

P2を 含 む2つ の面 を

求 め る。(図14)

点P1(点 の 座 標

図13

● η

(1,1) (1,2) (L3)

m

(2,1) (2,2) (2,3)

(3.1) (3,2) (3.3)

図14
● ズ

y

司
(m、,n、)

`

x,y)

＼

撫
(ズ,ッ)で,そ れぞれ κ,ッ は ライ ンプ リンタ上の カ

ラム,ロ ウで,点 の位置 が整数で表現 され る)を 含 む

面(Ml,nl)を 以 下 のよ うに求め る。

[x-1120]+・ 一 抱

(120は ライ ンプ リンタの横の文tma)

た だ し 〔 〕 はガウス記号で,こ の記号の意味 は以

下の とお りである。

〔κ〕 は,κ を こえない最大の整数 であ る。例 えば

〔2.5〕=2,〔3.0〕=3で あ る。

[夕 一160]+・-m・

(60は ライ ンプ リンタの縦の行数)

これと同様の操作を点P2に 行なって得 られたもの

を,面(M2,n2)と す る。

ステ ップ2点P1を 含 む面(Ml,nl)と,P2を 含 む面

(M2,n2)の 位置関係 を調べ る。

図15の よ うに,線 分の始点,終 点の位置に よ り以下

の よ うにパクー ン分 けで きる。

図15① 線分 の始点,終 点

を含 む面が列 は異

なるが同 じ行に あ

る とき。

②線分の始点,終 点

を含む面が行は異

な るが同 じ列にあ

図1、 ③㌶ つの面に ●

刎

含 まれる とき。

④2つ の面の位置関

係 が,同 じ行で も

な いし,同 じ列で

もない とき。

以上,4つ の場 合

にパ ター ン分 けで きるが,① か ら③ までのパ ター ンを

ス テ ップ3と して,④ の パター ンをス テ ップ4と して

述べ る。

ステ ップ32つ の面(Ml,nl),(M2,n2)の 位 置が同

じ行または列に入 るときの処理。

①同 じ行(即 ち,Ml・M2)な らば,直 ちに線分の通 る

面が得 られ る。即 ち,

Nmin=min(nl,n2),Nmax=max(n1,n2)

とす れば,線 分は以下の面 を通 る。

(Ml,Nmin),(Ml,Nmin十1),…,(Ml,Nmax)

② 同 じ列(即 ち,nl=n2)な らば① と同様 直ちに線分

の通 る面が得 られ る。

Mmin=・min(Ml,M2),Mmax=max(M1,M2)

とす れば,線 分は以下の面 を通 る。

(Mmin・ni)・(Mmin十1,nl),…,(Mmax,nl)

③ 特 殊な場 合 として,1つ の面 内に線分が含 まれ る場

合(即 ち,M1=M2お よびnl=・n2)で あ るが,① あ

るいは②の場合 と同様 に処理で きる。

ステ ップ4 、 前記パターン④(即 ち,Ml)FMzお よ び

一16一
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nlキn2の 場 合(図17参 照)の 処理。

この場合は,ス テ ップ3と 同様な方法 で線 分が通 る

面 を求 める ことはで 図17

きない。ス テ ップ3

は,線 分の始点,終

点 を含む2つ の面 が

同 じ行 または列にあ

ったので,そ の間の

面 も通 ることが分 か

図18
った。 しか しステ ッ

プ4は,単 に2つ の

面 が得 られたか らと

い って,そ れ だけで

その間 を通 る面 を求

めるのは,図18を み

て も明 らかな よ うに,情 報が足 りない。 そ こで,新 た

に情報 を追加 す るために以 下に述べ る規則 を 応 用 す

る。 これに よ りパ ター ン4の 場 合 も容易 に 処 理 で き

る。

図19ア ル ゴ リズムの規則

、

線分が面 を横切 る ときは必ず,線

分 と面の境界線で交点 を もつ。逆 に

その交点 によ り線 分が相前後す る面

を通 ることがわか る。STPRINTで

は,図19の よ うに,面(i,ノ)を 囲む

s4つ の 境界の うち,下 方向について

図20の み,こ の規則 を応用 して

い る。

以下 に,こ の規則 を もと

に,ス テ ップ4の アル ゴ リ

ズムを展開す るが,そ の前

に線分PIP2の 方 程式 を求め

る。2点P1(x1,Y1),P2(κ1,Y2)を 通 る線分の方程式

は以下の よ うに与 え られる。

X2-X1 _X-Xl

ツ2一 二y1タ ー ツ1

よ り

夕=夕2一 夕1(X-X、)+夕 、
X2-Xl

図21

】

P1 (m1,n )

m

〃min

i

yi

Mmax
P、(m、,n,)_

}
線分PlP2

を横切 る

境界線

さ ら に,a=ニ ソ2二 塾_,
κ2-Xl

b=γ1一 αXl

とお き,以 後,方 程式 をy=ax+bの 形 で表 わす。

ステ ップ4に おいては,面 の位置 関係 よ り線分 が水

平 または垂直 にな らないので面 の境界 との交点 を求 め

る ときに非常に都 合が良 い。以後,線 分 を 考 え た 場

合,常 に方程式が得 られた もの と仮定 す る。

ステ ップ4-1図21の 太線 の ように線分P・P2を 横 切

る面 の境界線 を求 め る。

Mmin=min(M1,M2),Mmax=max(Ml,M2)と

す ると,境 界の本数はMmax-Mminで,そ れ らの

方 程式は,

夕,=60・i十 〇.5(Mmin≦i〈Mmax-1)

で あ る。

ステ ップ4-2次 に面 の境界線 と線分の交点 を求 め,

交 点 に属 する2つ の面 を求め る。

ス テップ4-1で 求 めた面の境界 線ysと 線 分の方

程式y==ax+bと の 交点Qを 求め る(図21)。 そ して

この交点Q(x,夕Dが ど 図22

の 列 の面 に含 まれ るかが

一17一

わか れば,前 で示 した原

理に よ り,少 な くともそ

の交点の上下の面 は通 る

わ けであ る。

どの列の面 に入 るか は

以 下の よ うに して調べ る。

Nmin=min(nl,n2),

Nmax=max(n1,n2)

面(i,1)

Q(x,yi)

面(i+1,j)

120・ 」十〇.5の 境 界
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とす ると,交 点Qのx座 標 が以下の式で

120.(∫-1)十 〇.5<x<120.元 十〇.5

ただ しNmin≦ ノ≦Nmax

とな る元を求 めれ ば,線 分は面@,の,(i+1,の を通

ることが わか る(図22)。

な お,図23の よ うに交点Q

が頂度面の列方向の境界にあ

る場合,即 ち,

xニ120・ 元十〇.5の 場 合。

この場合の処 理は注意 を要

す る。即 ち,図23は 線 分 が而

②,③ を通 る例 である。 その

他 に も線分 が面 ①,④ を通 る

場合があ る。線分が 面②,③

を通 ると き,STPRINTで

は,面 ①,④ は通 らない とし

ている。線分が面①,④ を通

るときは,面 ②,③ を通 らな

い とす る。 この場合,線 分の

傾 き(γ=α κ十δ の α)を みて

通 る面 を求 める。

図23

ノ

面① /面②

、/
面③/

,'

面④

'

図24

に 蕎1

図25

、＼a>0

(i,j)

(i+1・f+」)

①図24で は,a<0な の で(ツ 軸が下向 きよ りa<0)

求 め る面 は(i,の,(i+1,∫-1)で あ る。

② 図25で は,a>0な の で求 める面 は(i,ブ),(i+1,

元十1)で あ る。

以 下,ス テ ップ4-2で 述べ た手続 きを各面 の境

界線 芳 について行 な う。

ステ ップ4-3面 と面 の横のつな ぎを処理 す る。

図26の 場合 は今 までの操 作で1つ の線分 の通 る面 が

すべ て求 まってい るが,図27の 場 合には,ま だ面② を

求 めていない。 しか し,こ の面 ②を求め ることは以下

に述べ るよ うに簡 単 図26

で ある。

即 ち,横 方向のつ

な ぎは以下の よ うに

す る。

線 分 と面 の境界線

γ`よ り得 られた而 と

し て(i,Ji),(i十1,

J・,)が 得 ら れ る 。鈎+1

と か ら得 ら れ る 面 と

し て(i十1,Ji+1),

(i+2,J¢+2)力 苛具 ら

れ る(図28)。 横 方

向 の つ な ぎ と し て

は こ れ ら の 面 の う ち

(i十1,J・,)と(↓ 十1,

J・e+1)と を つ な い で や

れ ば 良 い こ と に な

る 。 こ れ は 図27の 例

で は 面 ① と ③ を つ な

図27

彪

＼〉こ
＼

J

図28

Ji÷s

↓4

i→

yi/

+1→

1+1/

(i,Ji)

へ

C。 、,J1)＼ (i.1,」1、,)

＼

ノ ＼

(i,2,Ji+1)

いで面② を求め ることで ある。 この横方向のつな ぎに

ついては,ス テップ2の2つ の面が同 じ行 にある場合

の応用 と考 え られ る。

以上で,1つ の線 分が通 るすべ ての面 を求 めた こと

にな る。(加 藤泰宏 、中川善晴 ・システム課)

●

θ
■

一18一
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◇◇提供 ソフ トウェアの ご案内◇◇

FORMRKシ ス テ ム

FORMRKシ ス テ ム は,マ ー クセ ンス ・カ ー ドを利 用 し,FORTRANの プ ログ ラム の 作 成

を行 な い ま す。 この シス テ ムで 使 用 し て い る マー ク セ ンス ・カー ドは,現 在広 範 囲 に 使 用 され

て い るFORTRAN7000レ ベ ル の プ ロ グ ラ ムの 作成 が 可 能 で あ り,ま た パ ンチ ・カー ド方 式

に比 べ て,プ ログ ラ ム作 成 お よ び デバ ッグ等 が 簡 単 に 行 な うこ とが で き,と くにFORTRAN

の教 育 実 習 に は最 適 な シス テ ムで す 。

木 シ ス テ ム を利 用(有 料)C"希 望 の 方 は,サ ー ビス 課(内 線205)ま で ご連 絡 下 さい。

●

◎

1.FORMRKシ ステ ムの使 用方 法

1.1マ ー クセ ンス ・カー ドの説明

FORMRKシ ス テムで用 い るマー クセンス ・カー ド

は,FORTRAN教 育 用 に,マ ー クの しやす さ,オ ペ レ

ーシ 。ンの しやす さを考慮 し設計 され てい る
。(図1参

照)

この マー クセンス ・カー ドは,A～F欄 迄あ り,そ れ

ぞれの欄の使用方法 は次の通 りです。

A欄:こ の部分 は,プ ログ ラムの コン トロール(計 算機

への指示),あ るいは コメン トをマー クす る部分で ,
は じめ

[=]の 部 分 をマークしたカー ドを最初に置 き,次 か ら

FORTRANプ ログラムをマー クした カー ドを順次並

で 　た

べ てい く。デー タ ・カー ドが続 くときには,[コ の部

図1

分 をマー ク(次 に続 くカー ドがデータであるこ とを表

わす)し たカー ドを前 に置 き,次 に デー タ ・カー ドを

順次並べ る。
おわり

次 に[=コ の部分に マー クしたカー ドを置 き,こ れで1

つ の プ ログラムを構成 し,プ ログ ラムを2つ 以上同時

に実行す る ときには,以 上の構成 が くり返 し編成 され

はじめ で 一た おわ り

る。最後に,口,口,[コ の3個 所 をマー クした

カー ドを置 く。以上述べ た ことを図示す ると図2の よ

うになる。

図2か らもわか るよ うに,マ ー クしたカー ドは 一 枚

一枚上へ重ね てい く
。 したが ってパ ンチ カー ドの場 合 と

COMENT
カー ドの 並 べ 方が逆 の順 にな る。 また[=コ の部分 は,

コ メン ト文 を表 わし説明 は称略 する。

B欄:こ の部分 は,図3の よ うにな ってい る。 ステー ト

マ ー ク セ ンス ・カ ー ドの 表 面

ぷ

一19一



ノ1PZ)ECジ ャー ナ ル

図2マ ー ク セ ンス ・カ ー ドの 配 列 順 序

数ロ■口で一た

口口■
おわり

"■
よじめ おわり

で一た

メン トナン

バ ーを加算

法 に よって

マー クす る

C欄:こ の部

分 は図4の

よ うに,命

令 の書 き出

し部分 をマ

ークす る個

所 であ る。

D欄:こ の部

分 はCON-

TINUEを

マ ークす る

個 所 で あ

る。すなわ

ち,1ス テ

ー トメン ト

がカ・・一ード2

枚 以上に わ

たる とき,

■日日
はじめ

図3B部 分の拡大
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図4C部 分の拡大
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2枚 目以降の カー ドのD部 分をマー クし,

ス テー トメン トの続 きであ ることを示す。

E欄:こ の部分は,パ ンチカーmド方式の印字部分に相 当

す る。

F欄:こ の部分は,B,C欄 で マー クした続 きをマー ク

す る個所 であ る。 た とえば,IF(A.EQ.B)GOTO

100と い うス テー トメン トは,『IF』 をC部 分 にマ

ー クして
,そ れ以降の 『(A.EQ.B)GOTO100』

をF部 分 にマークする。

1.2マ ー クの仕 方

マー クセンス ・カー ドにプ ログ ラムあるいはデー タを

マークす る方法は次の通 りで ある。

A欄 をマー クす る ときは,は じめ,お わ り,で 一た,

COMENTの 何 れか該当す る個所 をマe-・・クす る。例 え

ば,COMENTを マ ークす る ときは,次 のよ うに なる。

図5A欄 のマーク例

は じめ で一 た おわ りCOMENT

口 口 口 ■

B欄 に,ス テー トメン トナ ンバーをマークす るには,

例 えばステー トメン トナンバ ー1709を 例 に とると次の よ

うにな る。

図6B欄 のマーク例

日 目 目

口 口 目
100001000100

0E目

回 同 日

■
目

口
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[
目

皿
[
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[
日

C欄 に は,ス テー トメン トの書 き出 し部分の 該当する

個所 をマー クす るが,ス テー トメン トが,変 数名 ではじ

まってい ると きには,C部 分 には該当す る個所が ないの

でF欄 の1カ ラム目か らステー トメン トをマー クし,C

欄 にはマー クしな い。

D欄 は,CONTINUEを マ ー クする部分であ り,こ

こがマー クされtcカ ー ドのA,B,C欄 は 常にブ ランク

であ る。

例 えば,あ る1ス テー トメン トが2枚 以 上の カー ドに

わtる とき,B欄 あ るいはC欄 に,2枚 目以降の書 き出
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●

し部分 に該当する個所が あって も,B,C欄 は マー クせ

ず,F欄 に続 きをマー クす る。例 えば 『IF(A.EQ.B)

GOTO100』 な るステー トメン トは,『100』 が,2枚

目の カー ドの書 き出 し部分にな り,こ の カー ドにはCO

NTINUE(D欄)を マー クし,『100』 はB欄 にマー

クせず,F欄 にマー クす る。

パ ンチカー ド方式においては,コ ーデ ィング シー ト上

の1行 と,カ ー ド1枚 とが1対1に 対応 す るが,こ の マ

ークセンス ・カー ド方式においては
,F欄 が18カ ラムで

あるため,カ ー ドが2枚 以 上にわた るときもある。

数値解析の標準的なFORTRANプ ログ ラム19本 を

マー クセンス ・カー ドで コーデ ィングした ところ,パ ン

チカー ドよ り平均3割 増程度 の カー ド枚数 とな った。

なお,マ ー クをす るときは,HB,Bの い ずれかの鉛

筆 を使用す ると良 い。 マジ ックペンや色鉛筆では,読 取

ミスの発生,ま た消 しゴムが使 えず修正 しに くい。

2.特 長および効果

2.1FORMRKの 特 長

(1)カ ー ドにパンチをする代 りに,鉛 筆 でマー クをす る

方法 である。

② プ ログ ラムの作成者 自身が,マ ー クセンス ・カー ド

に マー クす る ことに よ り,FORTRANソ ー スプ ログ

ラムお よびデー タカー ドを手軽 に作成 で きる。

(3)マ ー クされたカー ドは直接,コ ン ピュー タに入力 さ

れ るので,穿 孔 作業 がい らない。

2.2効 果

(1)オ ペ レーシ ョンが簡単 である。

② プ ログ ラム作成者 白身が,オ ペレー シ ョンを行な う

ことがで きる。

{3)プ ログ ラム修正が簡単 である。

ω カー ド修正が即座 にで きるので,コ ンピュー タ使用

の待時 間がな くな る。

3.適 用範囲

初心者 に も分か りやすい ため,主 としてFORTRAN

の 教 育実 習に適 してい る。教育実習にFORMRKシ ス

テムを用 いた とき,プ ログラムカー ドお よびデータカー

ドも実習生が作成 し,ま た,プ ログ ラムの修正 も実習生

の手に よるので,従 来のパ ンチ カー ド方式 に よって教育

実習 を行な っていた とき(こ の ときはカー ド作成はパ ン

チ ャーを経 由 した)よ りも,教 育効果が数倍上が ってい

る。

また,FORMRKシ ス テムは実務 として も適用で き

る。

提供(有 料)ソ フ トウ エアー覧表

具機 種 間汎 用 言語 ・デ ー タ変 換 異 機種 間 にお け るプ ロ グラムや デー タの 共同 利用 を可 能 とす るため に,必 要 とさ

プ ロ グラ ム(JYOINOS)れ る変換 作 業 の 省力 化 を はか る 目的 で開 発 され た シ ステ ムで す
。

オ ン ライ ン文 献検 索 シス テムTSSの も とで 稼動 す るオ ンラ イ ン文 献 検索 シ ステ ム です。 現 在 コ ン ピュー タ関

(JOLDOR-II)係 の 文献10ノ∫件 の デ ー タ ・ベ ー スが用 意 され てい ます。

プ ロ グラ ム ・テ ス ト ・デー タ ・ フ'ロ グラ ム ・テ ス トに お け るテ ス ト・デー タの作 成 を1'1動的 に行 ない,そ の 作 業

ジェ ネ レー タ 稼 動 能 力 をLげ る システ ム で,希 望 す るテ ス ト ・デー タを容 易 に短 時 間 で得 る こ と

(PRO-TEST1'1が で き ます.

マ ー ク ・カー ド ・フ ォー トラ ン ア ロ グラ ミン グ教 育 用 と して 開 発 さ れ,パ ンチ レス 方式 に よる教 育効 果 の 向上 を

・プ ロ グラム(FORMRK)め ざ し,特 に教育 担 当 者 に とっ てわ ず らわ しい 雑務 を当 システ ム は カバ ー します。
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海 外 調 査 記

一西欧の情報処理サー ビスー

このたび10月 下旬 か ら約3週 間,主 に西欧5カ 国の情

報処理 サービス ・センターを訪問す る機会 を得て,先 般

帰 国 した。訪 問の 日的は,コ マー シ ャル ・ベー スでの リ

モー トバ ッチ ・サー ビスの動向 を調べ るもので,特 に ビ

ジネス ・アプ リケーシ 。ンの分野に的を絞 っていた。

出発 時の団員は4名,調 査団 ともいえぬ少人数 のスタ

デ ィ ・グル ープで,メ ンバーは私 のほか,小 熊(KDD)

新 田(日 電),斉 藤(富 士通)の 各氏,そ れに2～3の

都市 では辻氏(NECSYL)の 現 地参加 を得 て,時 に

は最多5人 とい う手頃な人数 であ った。また圧倒 的な年

の差か ら,私 がグループ ・リーダにまつ り上げ られ るほ

ど他の人は若 く,そ れだ けに 、よ く学 び,よ く遊ぶ、愉

快なグルー プで もあった。

一応責任上
,ま ず仕事の話か ら片付 ける こととし,ご

く大 まかな 印象 を列挙す ることとしよ う。

まず サービスの現状 については,

{1)未 だ ロー カルバ ッチ ・サー ビス(Walkinservice

と も言 っていナこ)が 主体で,か つ科学技術計算の分野

が圧倒的。

(2)TSSの 市 場は若干程度,予 想 どお りリモー トバ ッ

チ ・サー ビスの市場は未成熟,特 に不特定 多数 を相 手

とす るサービスは皆無 とい って よい。

㈲ 各 国の政府系 あるい は独立系 のセ ンターは,い ずれ

もサービスに着手 した ばか りの段階 で,目 下準備中の

印象が強い。 それだ けに米 国資本系が圧倒的に強 く,

しか も着 々 と市 場を拡大 しつつ ある。

次に各社の市場拡大への企業戦略は,

㈲ 中規模以下の コンピ ュー タを所 有す るユーザ を狙 っ

てい る。つま りその コンピュー タを端末化 し,自 社で

処理 し得 ない大型 ジ 。ブやオーバーフ ロー ・ジ 。ブの

吸収 をはか る。

㈲ 事務計算分野 では,標 準 プ ログ ラムに特に力 を入 れ

ている ことが 目立つ。つ ま り,ソ フ ト要員の不足,ソ

フ ト作成費の増大 をお さえなが ら業績向上につなげ よ

うとする もので,そ のた めユーザ専用 プログ ラム利用

との間 に極端な価格差を設 けてい る。その結果,パ ッケ

ー ジに よる売上げが全 体の50%以 上 に達 しているセン

ターがかな り出てい る。また米国系 のセンターでは,

少数 なが らユーザ開発のプ ログ ラム も買付 けてい る。

この場合,プ ログ ラムの メンテナンス,サ ポー トをユ

ーザの責任に課 してい るのが面 白い
。

最後に将 来の方向については,主 として2つ の方向に

集約で きる。1つ は ローカルバ ッチか らリモー トバ ッチ

へ急速に市場が移 り,か つビジネス ・アプ リケー シ 。ン

へ と力 点が移 りつつ ある ことで,各 社 ともその準備 に大

わ らわである こと,他 の1つ はネ ッ トワー ク化へ の指向

である。欧州で は,1つ の国 としての市場ではやは り狭

す ぎ,そ の ため国際 システムへの成長 を 目指 してい る。

その反面,特 に 国際通信料が高す ぎる と口をそろえて苦

情 をい ってい たが……。

さて,折 か らヨー ロッパは初冬,歩 道の テラスで ワイ

ンを手に,紅 葉 の申を歴史深い街並 みや,毛 皮をま とい

始 めた人々を眺 めてい る感 じは最 高であ った。 イタ リア

の雲助運 ち ゃん を除 き,人 々は親切 きわま りな いし,申

には電車で一緒 にな っただ けなのに,ぜ ひ 自分の家に1

泊 してい けとい うスイスのお じさん もいた。今度の旅 行

での唯一の失敗 は,フ ランスに入 りイ タリアを最後 とす

る南下政策 にあ った。つ ま りフ ランス料理 を味わ った舌

ではだんだん味 がおちる結果 を招 いたか らであ る。

本誌の編集氏 は,夜 の探訪記で も書かせるつ もりで,

わ ざわざ この談話室 を空 けて待 っていたよ うだが,ま さ

か団長 自ら旗 を振 って脂粉の街の案 内 もで きず,そ の点

極 めて こ清潔な期間で あった。 その点 ご期待 に反 した こ

とを大いに反省す る次第であ る。

(中嶋栄之助 ・技術課)
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大 学 の 教 壇 に 立 っ て

わたしたち,室 井房治 と野村仙一の両人は,前 者が昭

和47年4月,後 者が昭和48年4月 か らそれぞれ青山学院

大学の教壇にたつことにな り,現 在,水 曜日と木曜日の

午後,そ れぞれ非常勤講師 として経済学部と経営学部の

学生に講義をしている。当財団より,青 山学院大学へ非

常勤講師に行 くように言われたときには,ま だ大学を出

て2～3年 しかたっていない未熟なわたしたちですか ら

無理な ことと固 く辞退 したのだが,是 非やるようにとの

ことだったので,恐 る恐 る引き受けることにした。そこ

で教えるとい うよりは,む しろ学生 といっしょに勉強す

るとい うつ もりで頑張 るように言われたことを忠実に守

ることにした。講義としては,わ たしが経済学部で 「電

子計算機」,経 営学部で 「統計学」を担当し,野 村が,

経済学部で 「電子計算機」 と「電子計算機応用分析」を担

当している。学識不十分のわナこしたちが,経 験豊かな教

授達 と対等の講義を行な うことは元来無理な話です。そ

こで,ま ず第1に,わ たしナこちは若 さを最大の武器 とし

て積極的な講義を進めることにした。受講生はほとんど

が,わ たしkち より4,5才 年下の若者ナこちですが,な

かには,わ たしたちより年上の学生 もいます。 このよう

な学生に講義をするとき,こ ちらか ら一方的に話しをし

て,先 生から教えてもらっているとい う雰囲気を学生に

持たせてはいけない と思い,学 生のほうか ら気軽にわた

しナこちに話しかけてこられるような,つ まり,先 生と学

生がいっしょに勉強しているんだという雰囲気をか もし

だすように絶えず心掛 けている。 とはいえ,統 計学のよ

うに,100人 以上の学生を相手にする講義では,こ の理

想的な雰囲気作 りに大へんな苦労がともない,少 しで も

親しみやすい講義にしようと悪戦苦闘している。講義を

進めてい くうえで,考 慮していることは,わ たしたちが

財団の仕事をしているときに問題 となった点や経験した

ことをで きるだけ講義にとり入れるこ とで あ る。つま

り,教 科書や参考書に記載されている事項は,非 常に平

面的な内容で,し かも,良 いことづ くめが書かれている

ので,わ たしたちは実際の問題に とり組む ときにどのよ

うな事項が重要であるかを指摘しなが ら講義をすること

にしている。講義のなかでとりあげる演習問 題 な どに

も,現 実の問題をとり入れてやると,学 生は非常に興味

を示して演習を行な う。 ここで,こ れまでに感 じたこと

を簡単にまとめてみます。

まず,大 学で学生に講義するときと,当 財団などで実

施する講習会で,企 業の人たちに講義をするときでは,

聴講態度に違いがあることに気がついたことである。講

師を引 き受けるまえに,い ろいろの人か ら聞いた話です

と社員教育などの聴講者は真剣な態度で講義を受け,講

師が説明したことをすべて積極的に吸収しようとするけ

れども,大 学の学生は講義をさぼったり,予 習,復 習な

どもあまりしないで,熱 心に聴講しないとい うことでし

た。しかし,わ たしたちが実際に大学で講義をした経験

から言います と,社 員教育では,聴 講生がただ単に知識

のみを吸収しようとしているだけで講師 と聴講生の関係

が一方的であるのにひきかえ,大 学の教育では先生と学

生の間に,厳しさの中にも親しみを込めた,い わゆる人間

的な師弟関係に重点が置かれているように思える。学生

は先生に対して,単 に知識の切 り売 りだけを要求してい

るのではなく,も っと重要な人間 と人間の接触を要求し

ていることが強 く感じられるのです。しナこが って,大 学

の先生は学生に対 して,勉 強をするうえでの手掛 りを与

えてやり,学 生が自分で考える機会をつぎか らつ ぎへ と

与えてやればよいのではないかと思 う。そうすれば学生

は自分でそのチ ャンスを生かし,ま すます積 極 的 に な

り,先 生が期待している以上に成長するのではないかと

思われる。 もちろん,そ の成長は単に学問的な面だけで

なく,人 間的な面にも学生に大 きな効果をもたらすもの

と思 う。 このような学生がひとりでも多 く育 ち,社 会に

飛び出してい くことを,み とどけることが大学の先生の

喜びではないだろ うか。まだ教壇にたって間もないわた

したちですが,こ の貴重な経験を味わえたことは大へん

有意義である。

(室井房治 ・研究課)
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〔繊維産業システム化調査委員会設置〕

・調査目的

わが国の繊維産業のシステム化,情 報化を通じ,繊 維

製品のファッシ。ン化,国 際化に即応できるよう業界体

制の強化と知識集約化をはかるため,現 状の分析調査を

し,そ の望ましい方向づけを行な う。

・調査委員会構成(敬 称略,50音 順)

青田 龍世

秋山 末男

石川 章一

小田喜代治

北畠 耀

佐竹 等

田口健次郎

角田 実

中橋 龍一

名木田兵二

水兼 克介

宮部 一雄

望月 孝

若林源太郎

吉田 剛

(社)日 本衣料縫製品協会副会長

北川慶㈱営業企画室長

東京工業大学名誉教授

㈱センチュリーエール社長

東京プアッシ ョンインフォーメーシ

ョンコミテイー事務局長

(社)日 本衣料縫製品協会専務理事

通商産業省生活産業局繊維製品課長

三七 ドレス㈱社長

東レ㈱ アパレルシステムサイエンス

事業部長

富士通㈱電子第4営 業部長

カネタシヤツ㈱専務取締役

㈱ ムサシ所沢工場長

武藤工業㈱専務取締役

日本輸出縫製品工業組合専務理事

(財)日 本情報処理開発センター専務

理事

〔コンピュータ ・トップ ・セ ミナ ーの開催〕

当財 団では,官 公庁お よび関係諸団体の トップ層の方

々を対象 として,コ ン ピュー タとその利用 についての基

本的 な知識概念 を習得 していただ くことを目的 とした,

コ ンピュー タ ・トップ ・セ ミナーを開催 してい ます。今

年度第2回 は,下 記 によ り行 な う予定で ある。

期 日

会 場

研修内容

員

務

定

事 局(連 絡先)

昭和49年1月22日(火)～24日(木)

芝 パー クホテル(東 京)

・オ リエンテーシ ョン

・コン ピュータ入門

・プ ログラ ミング入門

・システム設計

・機械実習

・パ ネルデ ィス カッシ ョン

20名

当財団技術部教育課

一24一

メ



報 告 書 一 覧 表

当財 団 が,昭 和17年 度 事業 と して,実 施 い た しま した 各 事 業 の成 果 報;tパ}が 〉'ti成し ま し

た の で,ご 入 用 の方 に は実 費頒 布 い た し ま す の で ご 利 用 ドさい。 な お,入r・C"希 望 の 戊元

は,当 財 団庶 務 課(内 線170)ま で,C"連 絡 ドさい。

日本語情報処理の技術動向調 査報告浪

経営情報調 査報告書(V)一 食品工業,都 市ガス事業

海外の情報産業 一米国のコンピュータサービス産業の動向

システム評価方式の調査報告書

総合貿易情報システム調査報告書 一システム化の方向とその課題

複合NIS形 成に関する調査研究報告書

ソフ トウェアの評価に関する調査報告書

海外情報処理の現状 と展望一一フランス ・西 ドイツ ・米国 一

ソフ トウェアに関する調 合研究

米国の州および地方自治体における情報処理の実態

●
階層構造の情報処理 システム

コンパ イラ ・ジ ェネレー タの開発

遠隔情報処理 システムの応用実験

オンラインシ ミュレー シ ョン言語SIMBOLの 評 価

汎用 グラフ ィック言語の開発 一 デ ィスプレイシステ ムの研究 開発一一

イ ンタラクテ ィブ学習 システ ムの開発 一一遠 隔情 報処 理 システ ムの研究 開発

情報処理教育に関す る調査報告書

分 類 番 号

47-ROO1

47-ROO2

47-ROO3

47-ROO4

47-ROO5

47-ROO6

47-ROO7

47-ROO8

47・-ROO9

47-R101

47-SOO1

47-SOO2

47-SOO3

47-SOO4

47-SOO5

47-SOO6

47-EOO1

当 財 団 の 活 動 等 に つ い て の 問 合 先

当財 団 の活動 に つい て詳 し くお知 りに な りたい場 合 は,下 記 あて ご連 絡 くだ さい。

電 話 東京(03)434-8211(大 代 表)

当財団庶務的事項全般については

当財 団の事業内容については

各種調査については

総務部庶務課(内 線470)

総務部企画課(内 線477)

システムの調査研究 については

システム及びプ ログ ラムの研究開発については・

情報処理 に関す るコンサル ティングについては

ソフ トウェアの利用については

情報処理教育 については

情報処理に関す る各種標準化については

情報処理 シンポジウムの内容については

報告書等各種 出版物の入手 については

総務部調査課(内 線286)

技術部研究課(内 線478)

・・…開発 本部 シス テム課 又 は開発 課(内 線215)

開発 本部 管理 課(内 線529)

開発 本部 サ ・・一ービス課(内 線306)

技 術部教 育課(内 線475)

技術 部技 術課(内 線536)

総 務部調 査課(内 線538)

総 務部庶 務 課(内 線470)
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籔 日本情報処理開発センター
東京都港区 芝公園3丁 目5番8号 機械振興 会館 内(〒105)

電 話 東京(03)434-8211(大 代 表)
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